
災害に備えて遠隔操縦式建設機械の操作訓練を実施しました
〜無線操縦式バックホウ・⼟のう造成機・マシンガイダンス〜

平成27年10⽉14〜15⽇の２⽇間、四国技術事務所が防災協定を締結している
建設業者等を対象にした「遠隔操縦式バックホウ操作訓練」をおこないました。
この訓練は、遠隔操縦式バックホウの技術者を養成することを⽬的に平成18

年度から⾏っているもので、今年の訓練には建設業者のオペレータ18名、地整
職員1名が参加しました。
当⽇は、⼀般社団法⼈⽇本建設機械施⼯協会（建設機械施⼯技術検定試験実施

機関）協⼒の下、検定試験と同じコース内容を遠隔操縦で訓練しました。
また、⼟のう造成機や情報化施⼯機器（マシンガイダンス）の操作訓練も同時

に実施しました。試験コース体験では、全員が合格点に達し、修了証が交付され
ました。今回で訓練終了者が200名に達しました。

※遠遠隔操作の感覚をつかむ
ためにまずは、単管材をバ
ケットですくう練習をおこな
いました。

四国技術事務所ホームページに掲載中 http://www.skr.mlit.go.jp/yongi/menu/event/event‐f.html
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